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１１月のえんだより 
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日に日に秋が深まり、戸外遊びが気持ちよく感じられる季節になりました。先日の運動会では、お家の方や友だちと一緒に一生懸命頑張る姿にた

くさんの感動をいただきました。子どもたちも素敵な思い出になったと思います。保護者の皆さまの温かい応援もありがとうございました。運動会

を終え、次は発表会に向けて練習が始まっています。子ども達がまた一つ成長する姿を楽しみにしています。 

 

 

 

★岡山オレンジリボンキャンペーン★ 

オレンジリボンキャンペーンとは…子どもの虐待防止 

の為の運動のことです。 

〈できること〉 

〇一人一人が、子どもや子育て家庭に関心を持ち、親子を応援してください。 

〇悩んでいる保護者、子どもには声を掛けてください。 

〇虐待だと思われる状況、心配な状況を知った時には、相談機関に 

相談・通告をしてください。 

 

１１月の予定 

１日（日）  陵南フェスタ（5 歳児） 

６日（金）  親子遠足（1・2 歳児） 

９日(月)  リトミック（３.５歳児） 

１０日（火）  身体測定（0・1・2 歳児） 

１１日（水）  リトミック（２・４歳児） 

         身体計測（３・４・５歳児） 

１２日(木)  サッカー教室（5 歳児） 

１３日（金）  山登り（５歳児） 

１６日（月）  内科健診（全クラス） 

１７日（火）  お楽しみ会 

２０日（金）  避難訓練 

２５日（水）  交通安全教室 

２６日（木）  山登り予備日（５歳児） 

 

 クラスだより 

 

 

☆めろん☆ 

 運動会では、緊張した面持ちでしたが、どの種目も楽しんで行った

り、一人一人が自信を持って取り組んだりする姿がありました。運動会

を通して、みんなで同じ目標を持って取り組むことの大切さを感じる

ことが出来たように思います。運動会が終わるとすぐに発表会の練習

が始まります。まだまだ頑張ることが多いめろん組ですが、楽しんで行

う気持ちを大切にしながら取り組んでいきたいと思います。 

 

☆ぱいなっぷる☆ 

 戸外に出る機会が増え、鬼ごっこをしたり、リレーをしたりと友達

を誘い合いながら元気に体を動かす姿が見られています。また、友

達との関わりが深まり、一緒に遊びを考えたり、ルールを決めたり

しながら友達と一緒に遊ぶことを楽しんでいます。 

これからもみんなで取り組む楽しさや達成感を味わいながら、秋

ならではの遊びも楽しんでいきたいと思います。 

 

☆ぶどう☆ 

 緊張した運動会も終わりましたが、遊戯の曲が気に入ったようで「あ

いうえおんがくする？」「踊りたーい」と元気に声を掛けてくれます。過

ごしやすい気温になったので戸外で体を動かして冬に備えた体づくり

をしていこうと思います。 

 友達との関わりも活発になってきています。トラブルも自分たちで解

決しようとする姿も見られるようになってきたので、見守りながら関

りを深めていきたいと思います。 

 

 

 

☆みかん・あんず☆ 

 運動会では緊張や恥ずかしさが見られましたが、かみなりビリビリを

踊ったり、友達の後ろに並んで順番を守りながらサーキット遊びをした

りなど一生懸命頑張っている姿がありました。今後は発表会に向けて

簡単なセリフを言ったり、歌を歌ったりすることを楽しみながら、練習に

取り組んでいこうと思います。 

今月は様々な素材を使って製作遊びや、ごっこ遊びを楽しんでいき

たいです。 

 

☆いちご・すもも☆ 

友達と一緒に絵本を見たり、玩具をかしてほしい時に言葉で伝えな

がら遊んだりする姿が見られます。また、手を洗う際に自分で蛇口をひ

ねったり、石鹸をつけて「手ごしごし」と言いながら手洗いをしたりする

姿が見られ、自分でできることが増えてきました。今月も友達との関わ

りを大切にしたり、自分でできることを増やしたりしながら過ごしてい

こうと思います。 

 

☆さくらんぼ☆ 

 過ごしやすい季節になり、靴を履いて戸外を散策したり、砂場遊びや

ボール遊びなどを楽しんだりしています。戸外で遊ぶことを伝えると、

靴下を指差したり、自分で靴を履こうとしたりする姿が増えたように感

じます。また、戸外に出ると小石や雑草などを見たり触れたりして様々

な経験をしながら遊びを楽しんでいます。今月も子どもたちの興味に寄

り添いながら楽しく過ごしていきたいです。 

 

 

 

◎お知らせ 

保育利用現況届兼令和 9 年度継続利用申込を 

1１月 2 日（月）までに必ず提出をお願いします。 
 

◎おねがい 
☆お子さんと手を繋いで帰りましょう☆ 

駐車場は、危険がいっぱいです。車にぶつかりそうになってヒヤリとした

経験もあるかもしれません。安全に帰ることができるよう、お子さんと

必ず手を繋いで帰るようにしてください。 

 

 

  

 


